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研究成果の概要（和文）：　東北帝国大学が主であるが、帝国大学の主要な研究者たちの個人文書や論文・随筆・啓蒙
書などの著作物の網羅的な調査を実施し、その結果をデータベース化することができた。この成果は整理したのちに公
開したいと考えている。また前述のデータベースをもとに戦前期・戦中期の帝国大学の研究者の思考やその源である知
的基盤を明らかにするための個人文書や著作物の分析に着手することができた。それらの成果の一部は、著書や論文、
学会等において報告している。
　本研究課題の成果をもとにした新たな共同研究の枠組みがすでに構築されているので、今後は個別研究結果の総体的
考察を通して、帝国大学の本質を明らかにしていくつもりである。

研究成果の概要（英文）： We've investigated comprehensively researchers' personal document and work of a 
thesis, an essay and an enlightenment handwriting of Imperial University, as a mainly Tohoku Imperial 
University. We'd like to open a data base of survey result after putting this outcome in order.An 
above-mentioned data base, and, We've initiated the analysis to make the intellectual foundation which 
are researchers' consideration and the origin clear. The part of those outcomes is being reported in 
works, theses and academic meetings, etc..
 A structure of new joint research based on an outcome of this research task is built already, so the 
real nature of Imperial University will be made clear through general consideration of an individual 
research result from now on.
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１．研究開始当初の背景 
 
戦時下の科学技術政策とその実施に伴い

形成された帝国大学の研究体制は、戦後の科
学技術政策と大学の研究・教育のあり方に多
大な影響を及ぼしたことは想像に難くない。 
しかしながら、西山伸氏が指摘するように、

戦時下の大学において行われた実際の研
究・教育のあり方は、ほとんど明らかにされ
ていない（西山伸「大学沿革史の課題と展望」
『日本教育史研究』26、2007）。 
これまで理工系や医学系における大学と

戦争のかかわりについてのいくつかの事例
研究はあったが、個別・断片的なものであっ
た。また近年では、戦時下に設立された技術
院所轄の研究隣組や文部省所轄の学術研究
会議研究班についての研究が進展したが、そ
れらの研究は、全国の研究機関横断的な共同
研究組織体形成の契機としてとらえたもの
であり、帝国大学内に組織された研究組織や
具体的な研究内容は明らかにされていない
（青木洋「第二次世界大戦中の科学動員と学
術研究会議の研究班」『社会経済史学』72(3)、
2006 など）。 
文科系の学問統制や動員について包括的

研究を試みた労作もあるが、主として日本諸
学振興委員会における議論や報告書につい
て検討したものであり、各帝国大学内の研究
組織や具体的な研究内容について検討した
ものではなかった（駒込武ほか編『戦時下の
学問の統制と動員』2011）。 
このように、戦争と大学とのかかわりに関

する研究は進展しつつあるが、各帝国大学に
おける個別具体的な研究組織の形成や、実施
された研究については明らかにされていな
い。ましてや、国策としての戦争に様々な形
で協力した帝国大学の研究者たちが、いかな
る思考や意図のもとで戦時研究に携わり、研
究体制の形成に関与してきたのか、などの研
究者の意識構造にせまる研究にいたっては
皆無に等しい。 
研究組織体としての帝国大学の本質を見

定めるためには、組織体のみならず、組織体
の構成要素である各研究者の思考やその源
である知的基盤を明らかにし、それらを総体
的に検討する必要があろう。なお本研究では、
各研究者の専門分野における知識・認識の体
系のみならず、専門分野外の知識・認識の体
系をも含む概念を「知的基盤」と定義してい
る。 
 
近年、大学史研究は進展しつつあるが、戦

時下の研究・教育に関する調査・研究は、教
育史の分野のみならず、科学史の分野におい
ても課題として残されていた。報告者等は、
このような問題意識のもと、大学における研
究・教育体制と科学技術政策との関わり方に
ついて歴史的に検討する必要があると考え、
平成 17 年より東北大学史料館所蔵資料の調
査・研究を開始し、戦時下に実施された大学

院特別研究生制度を手掛かりとして、日本の
科学技術政策と大学の教育・研究体制の形成
過程について明らかにしてきた。 
その後、平成 22 年より科学研究費補助金

「戦時下の帝国大学における研究体制の形
成過程とその実態に関する研究」（基盤 C、
研究課題番号：22530809）を得て共同による
調査・研究が進展し、旧帝国大学所蔵資料の
調査・収集を実施し、大学院特別研究制度や
学術会議研究班などを事例として、戦時下の
科学技術政策の変遷と帝国大学における研
究体制の形成過程とその実態について明ら
かにし、教育史・科学史・思想史などの多面
的視点から包括的に検討を行ってきた。この
研究により、国策による資金的・組織的な科
学技術動員と、それによる帝国大学内の研究
組織の形成過程は明らかになりつつある。 
また報告者等は、この調査・研究の過程に

おいて、数多くの帝国大学の研究者たちの個
人文書、随筆や啓蒙書などの著作物に接する
ことができた。そしてこれらの個人文書や著
作物を分析することにより、帝国大学の研究
者たちの思考やその源となる知的基盤を明
らかにできるのではないかという着想に至
った。帝国大学の研究者たちの個人文書や著
作物に網羅的に検討を加えることにより、研
究者たちの思考や意図のみならず、彼らの思
考の源としての知的基盤が明らかにされる
のではと考えたのである。 
また研究組織体としての帝国大学の構成

要素である、個々の研究者たちの思考や意図、
知的基盤を明らかにし、総体的に検討するこ
とにより、研究組織体としての帝国大学の本
質が明らかになるのではないかという着想
に至ったのである。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目指す最終の目的は、戦前期・戦

中期において、国策としての戦争に様々な形
で協力してきた研究組織体としての帝国大
学の本質を明らかにすることにある。そのた
めに、教育史、科学史、日本史、日本思想史
といった異分野の研究者たちの共同研究に
より、帝国大学の研究者たちの個人文書や著
作物を多面的に分析し、彼らの思考やその源
となる知的基盤を明らかにし、それらを総体
的に検討することとする。 
本研究の段階では、まずそのための基礎調

査として、帝国大学の研究者たちの個人文書
や著作物に関する網羅的な調査を実施し、そ
の調査結果をデータベース化し、それらを他
の研究者らと共有しつつ研究に着手するこ
とを当面の目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、まず帝国大学の研究者たちの



個人文書や論文・随筆・啓蒙書などの著作物
を可能な限り網羅的に調査し、その結果のデ
ータベース化を進める。 
つづいて、戦前期・戦中期の各帝国大学・

研究分野における主要な研究者について、個
人文書や著作物の分析により、彼らの思考や
その源である知的基盤を明らかにする。 
そして明らかにされた帝国大学の研究者

の思考・知的基盤について、教育史、科学史、
思想史といった多面的な観点から考察を加
え、それらを研究組織体としての大学のなか
に総体化させることにより、総体としての研
究者たちが、戦前期・戦中期の帝国大学の教
育・研究や研究体制の形成過程においていか
なる役割を果たしたのか考察を加える。くわ
えて、研究組織体としての帝国大学の本質を
明らかにして行く。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、東北帝国大学を主として、帝
国大学の主要な研究者たちの個人文書や論
文・随筆・啓蒙書などの著作物を可能な限り
網羅的に調査しデータベース化することが
できた。これにより、今後の研究、つまり戦
前期・戦中期の各帝国大学・研究分野におけ
る主要な研究者の思考やその源である知的
基盤を明らかにするという研究の発展につ
ながる基礎を構築することができた。 
また一部分ではあるが、上述のデータベー

スを活用し、戦前期・戦中期の各帝国大学・
研究分野における主要な研究者について、個
人文書や著作物の分析にも着手することが
できた。これらの研究成果の一部は、著書や
論文、学会等において報告されている。 
当初の目的である個別の研究者に関する

研究が十分になされたとはいえないが、今後、
深化させていくための素地と新たな研究枠
組みは構築されたので、継続的に研究を展開
していく予定である。 
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